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が大切だと、アドバイスしています。私たち日本人にとっ

て英語は外国語です。何もネイティブ・スピーカーのよ

うに英語を使う必要はないのです。たとえ先生であって

も、その外国語の学習者であり続けることには変わりま

せん。それならば、英語が上手く出てこなくても、完璧で

なくても当然です。さらに、その外国語を使っての指導

は、大変な努力を伴います。先生自身も、子どもたちと

同じように英語の学習者なのだという気持ちで指導す

れば、心理的な負担は大分軽減されるはずです。

　加えて、次の３つ（成功体験、強みを生かす、英語表現

を身に付ける）を実行してください。まずは、英語での成

功体験です。これは実際に英語でのコミュニケーション

を行い、「自分の英語が通じた」「相手の言っている英語

がわかった」という体験をすることです。大人であって

も、成功体験は自信につながります。そのためにも、学校

に来るALTにとにかく英語で話しかけてください。週末

はどんな予定があるか、小学校での授業は楽しいかな

ど、話題は何でも構いません。積極的に一歩踏み出し

て、コミュニケーションをしてください。その中で、英語

での成功体験を重ねることがとても重要です。

　次に、先生自身の強みを英語の授業に生かすことで

す。小学校の先生方も、専門の教科や分野を持っていま

す。また、趣味などもあると思います。それらの知識や技

能を英語の授業に取り入れることで、英語を自分の

フィールドで指導できるようになります。音楽が得意な

先生が毎時間英語の歌を子どもたちと一緒に歌ったり、

社会が得意な先生が世界の国々を毎回英語で説明した

りしている例もあります。強みを生かして授業を組み立

てることで、英語に対する不安も軽減されます。

　最後に、やはり基本的な英語表現を身に付けることは

必要です。昨年、私は小学校で担任の先生と一緒に１年

間授業をしました。その先生は通勤途中の車の中で毎日

英語のCDを聞いていました。流れてくる英語を口ずさ

みながら、車内で練習したそうです。その先生が「英語で

授業するというハードルは、越えてみると思ったほど高く

はなかった」と言っていました。その先生は、決して英語

が得意だったわけではありません。ただ、地道な努力を

積み重ねたからこそ、ハードルは高くなかったと言えた

のだと思います。授業で使う英語の表現は、それほど多

くはありません。少しずつでも表現を身に付けていって

ください。そうすることで、不安は大きく軽減されるは

ずです。

　まとめになりますが、教科としての小学校英語が成功

するかどうかの鍵は、担任の先生方がどのように取り組

むかにかかっています。子どもたちの英語学習のロール

モデルとなるように、できる限り英語で授業に取り組ん

でください。不安を抱いている先生は、少数派ではあり

ません。大部分の先生方が不安を持っています。その不

安といかに向き合い、軽減する努力をしていくかが重要

です。是非、１人でも多くの先生方に、「ハードルは高くな

かった」と感じていただきたいと思っています。

音に不安を抱えている先生方は多いです。ある小学校

の先生が、次のように話していました。「What do you 

eat for breakfast?と聞かれた時に“ライス”と答えよ

うとしても、正しくrice（米）と言えずに、誤ってlice（シラ

ミ）と言ったら大変です。」確かに、２つの語の意味は大き

く違います。しかし、発音に必要以上に神経質になる必

要はありません。実際の会話では前後の脈絡があります

し、常識も働きます。誰も「シラミ」を食べるとは思いま

せん。では、カタカナ英語で全て大丈夫かといえば、それ

も違います。正しく発音できないとしても、その音を出

すための正しい調音方法（例えば、舌の位置や口の形な

ど）は意識する必要があります。そして英語を発音する

際には、イントネーション、ストレス、リズムの３つを意識

する必要があります。この３つに注意を向けることで、英

語が非常に相手に伝わり易くなります。

　まず、イントネーションについてです。基本的には３種

類（「下降」「上昇」「下降・上昇」）ありますが、小学校の先

生方が特に注意すべきは、「下降」と「上昇」の２種類で

す。子どもたちへの指示文は、下降イントネーションとな

ります（例えば、Please pick up your pencil.↘や

Let’s sing a song.↘など）。それに対して質問文は上

昇イントネーションになります（例えば、Do you 

understand?↗やAre you ready?↗など）。しかし、同

じ質問文でも疑問詞（what,who,howなど）で始まる質

問文は、下降イントネーションになります（例えば、

What do you see?↘やWho’s this?↘など）。これ

らはしばしば間違えて発音されているので、注意して

ください。

　次にストレスについてです。英語の発音に関して「スト

レス（stress）」という場合は、強く読むことを意味しま

す。「強く読む」とは、大きい声を出すことではなく、息を

一気に吐きながらはっきり読むということです。英語は

日本語と違い、音の強弱を使って意味の違いを表す（例

えば、desert：砂漠、desert：見捨てる）ため、ストレスを

どこに置くかは非常に重要です。１つの単語の中だけで

なく、文レベルでもストレスは存在します。次の会話を見

てください。

　下線の入っている太字にストレスが置かれます。基本

的にストレスを伴って読む単語は、名詞や動詞などのコ

ミュニケーションを行う上で重要な意味を持つ語で、助

動詞や代名詞などにはストレスは置かれません。それら

メッセージ性の強い単語にストレスを置くことで、より相

手に意味が伝わり易くなります。

　最後にリズムについてです。英語ではストレスを置く

単語が、同じ間隔で現れて一定のリズムを刻みます。こ

のリズムに乗って英語を話すことでより伝わり易くなり

ます。よく小学校の外国語活動の授業で、「チャンツ」が

使われています。これはストレスの置かれる単語を手を

たたきながら強く読み、英語のリズムを身に付ける活動

です。手をたたけば何でもよいというわけではありませ

ん。上で紹介した会話文を、下線を引いた太字を読む時

に手をたたき、一定のリズムを保ちながら読んでくださ

い。さらに、イントネーションやストレスも意識してみてく

ださい。以前よりもずっと伝わり易くなるはずです。英語

では１つの文の中でも、ストレスを伴ってゆっくりはっき

りと読む語と、ストレスを置かずに素早く読む語を区別

しながら発音することが大切です。

　最後は、いよいよ不安を軽減する方法についてです。

研究者のHorwitz(1996)は「自らの外国語不安を自覚

した上で、自身の外国語が完璧でなくても良しとし、さら

にこれまでの自分の外国語における努力を認めること」

　2020年の小学校英語教科化に向けて、各自治体や

学校では急ピッチで準備が行われています。私の住む秋

田県でも、小学校高学年の授業時間数（70単位時間）を

どのように確保するのか、また教員の研修をどのように

行うのかなど、地元の先生方の間で話題になっていま

す。その中でも特に、先生方の英語に対する不安が話題

になります。小学校の多くの先生方が、英語を長年使っ

ていなかったこともあり、英語を話すことに苦手意識を

持っています。昨年、秋田県内で実施した調査では

82.5%の小学校教員が、自身の英語能力に対して不安

を持っていました。「自分の使う英語の言い方や発音が

正しいのか不安です」や、「いざ会話となると、単語が思

い出せずに言葉に詰まってしまいます」など、英語の使

用に関して苦労されているようでした。また、2020年か

らの英語の授業に向けても、どの程度の割合で英語を

話さなければならないのか、日本語を使って指導しても

よいのか疑問に思っている先生方も非常に多いです。

　この先生方の問いに対して、私は「できる限り英語を

使って授業しましょう」と常々言っています。しばしば

“オール・イングリッシュ”などという言われ方もします

が、小学校の先生方が英語で英語を教えることを目指

すのが理想だと思います。なぜそうするべきなのか本稿

の中で詳しく説明していきます。

　まず、「英語によるインプットの重要性」です。多くの研

究者（e.g.,Nunan,2011）が、外国語の習得には十分な

インプットが必要だと主張しています。わかり易く言え

ば、英語のシャワーを十分に浴びることで、子どもたち

は英語の音や表現を学んでいき、英語力を身につける

ということです。すると、「もっとALTを活用しよう」という

話になりがちですが、ALTを活用するだけでなく、担任

も英語を話せばインプット量は倍増します。また、担任が

１人で英語の授業を指導することもありますから、より

多くのインプットを子どもたちに与えるためにも、担任

の英語による発話は欠かせません。

　次に「日本の英語学習環境」です。アメリカやイギリ

スで英語を学ぶのとは違い、日本で英語を使うのは教

室の中だけ、それも英語の授業時間のみです。それ以

外は基本的に私たちは日本語を使います。このように

“外国語としての英語”の学習環境では、英語に触れる

機会が限られます。インプットの重要性も考えると、限

られた英語の学習環境で子どもたちが英語に触れる

機会を増やすには、担任が英語を話すことが非常に重

要です。

　第三番目には、「中学校との連携・接続」が挙げられま

す。次期学習指導要領に向けて文部科学省（2016）は、

中学校英語の「授業を英語で行うことを基本とする」とし

ています。つまり、今後は中学校の英語の授業は原則英

語で行われることになります。中学校の次期学習指導要

領の先行実施が、小学校と同じ2018年度からですの

で、今後英語で授業をする中学校の先生方が全国で増

えると考えられます。その際に、小学校英語の授業が日

本語で指導されていると、子どもたちの学習がうまく中

学校に接続していかないのではないかと危惧されます。

英語の学習における“中１ギャップ”が起きてしまうかも

しれません。英語指導における中学校とのスムーズな連

携・接続を考えると、小学校においても「できる限り英語

を使って指導」することが求められます。

　さらに、「World Englishes（世界の英語）」という考

え方が挙げられます。一般に、英語はアメリカやイギリス

の言葉というイメージが強いですが、同時にグローバル

社会での共通言語にもなっています。英語を母語とする

人々が3.7億人なのに対して、英語を話す人々は世界中

で15億人といわれています（Statista,2017）。その“共

通言語としての英語”では、多少訛りのある英語（例え

ば、日本語訛りの英語）を使用したとしても、適切なコ

ミュニケーションができるのであれば何の問題もありま

せん。むしろ訛りのある英語を話すことも、ある種の個

性と肯定的に捉えようという考え方もあります（鳥飼,

2011）。実際にテレビ中継などでは、英語を母語としな

い様々な国の人々が、多少訛りのある英語を使って、

堂々とインタビューに答えている場面などを目にする機

会があります。地元の小学校で、「私は秋田訛りの英語

で頑張っています」と冗談交じりに明るく言ってくれる先

生を知っていますが、とても素晴らしいと思います。ネイ

ティブ・スピーカーの英語とは違うかもしれませんが、自

信を持って英語を話すことが、担任教師には何よりも求

められます。

　そして最後に、「英語を使うロールモデル（模範となる

人物）」を子どもたちに示す必要があります。これまでの

英語教育は、ALTなどのネイティブ・スピーカーが最良

の先生だという考え方がありました（Braine,2010）。日

本の小学校でも「なるべくALTの先生の発音を子どもた

ちに聞かせたい」という理由で、あまり積極的に授業に

参加しない先生も残念ながらいます。しかし、どんなに

頑張っても子どもたちはネイティブ・スピーカーにはな

りません。子どもたちが将来なるのは、英語が話せるノ

ンネイティブ・スピーカーです。そのためにも、英語を外

国語として習得し、コミュニケーションの道具として英語

を使うロールモデルが必要なのです。私は、担任がその

ロールモデルであるべきだと考えています。担任がALT

と対話する例を示したり、実際に子どもたちに英語で話

しかけたりする様子を見せることで、子どもたちは「ああ

やって、英語を使うのか」とか「こういう風に話せばいい

んだ」など、自分たちがどうやって英語を使うのかを学ぶ

のです。英語を使うノンネイティブの模範を示すことが

できる担任は、子どもたちのスーパーヒーローです。そ

の意味でも、担任は英語で授業をするべきだと思います。

　そうは言っても、やはり英語を話すこと、特に英語の発
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が大切だと、アドバイスしています。私たち日本人にとっ

て英語は外国語です。何もネイティブ・スピーカーのよ

うに英語を使う必要はないのです。たとえ先生であって

も、その外国語の学習者であり続けることには変わりま

せん。それならば、英語が上手く出てこなくても、完璧で

なくても当然です。さらに、その外国語を使っての指導

は、大変な努力を伴います。先生自身も、子どもたちと

同じように英語の学習者なのだという気持ちで指導す

れば、心理的な負担は大分軽減されるはずです。

　加えて、次の３つ（成功体験、強みを生かす、英語表現

を身に付ける）を実行してください。まずは、英語での成

功体験です。これは実際に英語でのコミュニケーション

を行い、「自分の英語が通じた」「相手の言っている英語

がわかった」という体験をすることです。大人であって

も、成功体験は自信につながります。そのためにも、学校

に来るALTにとにかく英語で話しかけてください。週末

はどんな予定があるか、小学校での授業は楽しいかな

ど、話題は何でも構いません。積極的に一歩踏み出し

て、コミュニケーションをしてください。その中で、英語

での成功体験を重ねることがとても重要です。

　次に、先生自身の強みを英語の授業に生かすことで

す。小学校の先生方も、専門の教科や分野を持っていま

す。また、趣味などもあると思います。それらの知識や技

能を英語の授業に取り入れることで、英語を自分の

フィールドで指導できるようになります。音楽が得意な

先生が毎時間英語の歌を子どもたちと一緒に歌ったり、

社会が得意な先生が世界の国々を毎回英語で説明した

りしている例もあります。強みを生かして授業を組み立

てることで、英語に対する不安も軽減されます。

　最後に、やはり基本的な英語表現を身に付けることは

必要です。昨年、私は小学校で担任の先生と一緒に１年

間授業をしました。その先生は通勤途中の車の中で毎日

英語のCDを聞いていました。流れてくる英語を口ずさ

みながら、車内で練習したそうです。その先生が「英語で

授業するというハードルは、越えてみると思ったほど高く

はなかった」と言っていました。その先生は、決して英語

が得意だったわけではありません。ただ、地道な努力を

積み重ねたからこそ、ハードルは高くなかったと言えた

のだと思います。授業で使う英語の表現は、それほど多

くはありません。少しずつでも表現を身に付けていって

ください。そうすることで、不安は大きく軽減されるは

ずです。

　まとめになりますが、教科としての小学校英語が成功

するかどうかの鍵は、担任の先生方がどのように取り組

むかにかかっています。子どもたちの英語学習のロール

モデルとなるように、できる限り英語で授業に取り組ん

でください。不安を抱いている先生は、少数派ではあり

ません。大部分の先生方が不安を持っています。その不

安といかに向き合い、軽減する努力をしていくかが重要

です。是非、１人でも多くの先生方に、「ハードルは高くな

かった」と感じていただきたいと思っています。

音に不安を抱えている先生方は多いです。ある小学校

の先生が、次のように話していました。「What do you 

eat for breakfast?と聞かれた時に“ライス”と答えよ

うとしても、正しくrice（米）と言えずに、誤ってlice（シラ

ミ）と言ったら大変です。」確かに、２つの語の意味は大き

く違います。しかし、発音に必要以上に神経質になる必

要はありません。実際の会話では前後の脈絡があります

し、常識も働きます。誰も「シラミ」を食べるとは思いま

せん。では、カタカナ英語で全て大丈夫かといえば、それ

も違います。正しく発音できないとしても、その音を出

すための正しい調音方法（例えば、舌の位置や口の形な

ど）は意識する必要があります。そして英語を発音する

際には、イントネーション、ストレス、リズムの３つを意識

する必要があります。この３つに注意を向けることで、英

語が非常に相手に伝わり易くなります。

　まず、イントネーションについてです。基本的には３種

類（「下降」「上昇」「下降・上昇」）ありますが、小学校の先

生方が特に注意すべきは、「下降」と「上昇」の２種類で

す。子どもたちへの指示文は、下降イントネーションとな

ります（例えば、Please pick up your pencil.↘や

Let’s sing a song.↘など）。それに対して質問文は上

昇イントネーションになります（例えば、Do you 

understand?↗やAre you ready?↗など）。しかし、同

じ質問文でも疑問詞（what,who,howなど）で始まる質

問文は、下降イントネーションになります（例えば、

What do you see?↘やWho’s this?↘など）。これ

らはしばしば間違えて発音されているので、注意して

ください。

　次にストレスについてです。英語の発音に関して「スト

レス（stress）」という場合は、強く読むことを意味しま

す。「強く読む」とは、大きい声を出すことではなく、息を

一気に吐きながらはっきり読むということです。英語は

日本語と違い、音の強弱を使って意味の違いを表す（例

えば、desert：砂漠、desert：見捨てる）ため、ストレスを

どこに置くかは非常に重要です。１つの単語の中だけで

なく、文レベルでもストレスは存在します。次の会話を見

てください。

　下線の入っている太字にストレスが置かれます。基本

的にストレスを伴って読む単語は、名詞や動詞などのコ

ミュニケーションを行う上で重要な意味を持つ語で、助

動詞や代名詞などにはストレスは置かれません。それら

メッセージ性の強い単語にストレスを置くことで、より相

手に意味が伝わり易くなります。

　最後にリズムについてです。英語ではストレスを置く

単語が、同じ間隔で現れて一定のリズムを刻みます。こ

のリズムに乗って英語を話すことでより伝わり易くなり

ます。よく小学校の外国語活動の授業で、「チャンツ」が

使われています。これはストレスの置かれる単語を手を

たたきながら強く読み、英語のリズムを身に付ける活動

です。手をたたけば何でもよいというわけではありませ

ん。上で紹介した会話文を、下線を引いた太字を読む時

に手をたたき、一定のリズムを保ちながら読んでくださ

い。さらに、イントネーションやストレスも意識してみてく

ださい。以前よりもずっと伝わり易くなるはずです。英語

では１つの文の中でも、ストレスを伴ってゆっくりはっき

りと読む語と、ストレスを置かずに素早く読む語を区別

しながら発音することが大切です。

　最後は、いよいよ不安を軽減する方法についてです。

研究者のHorwitz(1996)は「自らの外国語不安を自覚

した上で、自身の外国語が完璧でなくても良しとし、さら

にこれまでの自分の外国語における努力を認めること」

　2020年の小学校英語教科化に向けて、各自治体や

学校では急ピッチで準備が行われています。私の住む秋

田県でも、小学校高学年の授業時間数（70単位時間）を

どのように確保するのか、また教員の研修をどのように

行うのかなど、地元の先生方の間で話題になっていま

す。その中でも特に、先生方の英語に対する不安が話題

になります。小学校の多くの先生方が、英語を長年使っ

ていなかったこともあり、英語を話すことに苦手意識を

持っています。昨年、秋田県内で実施した調査では

82.5%の小学校教員が、自身の英語能力に対して不安

を持っていました。「自分の使う英語の言い方や発音が

正しいのか不安です」や、「いざ会話となると、単語が思

い出せずに言葉に詰まってしまいます」など、英語の使

用に関して苦労されているようでした。また、2020年か

らの英語の授業に向けても、どの程度の割合で英語を

話さなければならないのか、日本語を使って指導しても

よいのか疑問に思っている先生方も非常に多いです。

　この先生方の問いに対して、私は「できる限り英語を

使って授業しましょう」と常々言っています。しばしば

“オール・イングリッシュ”などという言われ方もします

が、小学校の先生方が英語で英語を教えることを目指

すのが理想だと思います。なぜそうするべきなのか本稿

の中で詳しく説明していきます。

　まず、「英語によるインプットの重要性」です。多くの研

究者（e.g.,Nunan,2011）が、外国語の習得には十分な

インプットが必要だと主張しています。わかり易く言え

ば、英語のシャワーを十分に浴びることで、子どもたち

は英語の音や表現を学んでいき、英語力を身につける

ということです。すると、「もっとALTを活用しよう」という

話になりがちですが、ALTを活用するだけでなく、担任

も英語を話せばインプット量は倍増します。また、担任が

１人で英語の授業を指導することもありますから、より

多くのインプットを子どもたちに与えるためにも、担任

の英語による発話は欠かせません。

　次に「日本の英語学習環境」です。アメリカやイギリ

スで英語を学ぶのとは違い、日本で英語を使うのは教

室の中だけ、それも英語の授業時間のみです。それ以

外は基本的に私たちは日本語を使います。このように

“外国語としての英語”の学習環境では、英語に触れる

機会が限られます。インプットの重要性も考えると、限

られた英語の学習環境で子どもたちが英語に触れる

機会を増やすには、担任が英語を話すことが非常に重

要です。

　第三番目には、「中学校との連携・接続」が挙げられま

す。次期学習指導要領に向けて文部科学省（2016）は、

中学校英語の「授業を英語で行うことを基本とする」とし

ています。つまり、今後は中学校の英語の授業は原則英

語で行われることになります。中学校の次期学習指導要

領の先行実施が、小学校と同じ2018年度からですの

で、今後英語で授業をする中学校の先生方が全国で増

えると考えられます。その際に、小学校英語の授業が日

本語で指導されていると、子どもたちの学習がうまく中

学校に接続していかないのではないかと危惧されます。

英語の学習における“中１ギャップ”が起きてしまうかも

しれません。英語指導における中学校とのスムーズな連

携・接続を考えると、小学校においても「できる限り英語

を使って指導」することが求められます。

　さらに、「World Englishes（世界の英語）」という考

え方が挙げられます。一般に、英語はアメリカやイギリス

の言葉というイメージが強いですが、同時にグローバル

社会での共通言語にもなっています。英語を母語とする

人々が3.7億人なのに対して、英語を話す人々は世界中

で15億人といわれています（Statista,2017）。その“共

通言語としての英語”では、多少訛りのある英語（例え

ば、日本語訛りの英語）を使用したとしても、適切なコ

ミュニケーションができるのであれば何の問題もありま

せん。むしろ訛りのある英語を話すことも、ある種の個

性と肯定的に捉えようという考え方もあります（鳥飼,

2011）。実際にテレビ中継などでは、英語を母語としな

い様々な国の人々が、多少訛りのある英語を使って、

堂々とインタビューに答えている場面などを目にする機

会があります。地元の小学校で、「私は秋田訛りの英語

で頑張っています」と冗談交じりに明るく言ってくれる先

生を知っていますが、とても素晴らしいと思います。ネイ

ティブ・スピーカーの英語とは違うかもしれませんが、自

信を持って英語を話すことが、担任教師には何よりも求

められます。

　そして最後に、「英語を使うロールモデル（模範となる

人物）」を子どもたちに示す必要があります。これまでの

英語教育は、ALTなどのネイティブ・スピーカーが最良

の先生だという考え方がありました（Braine,2010）。日

本の小学校でも「なるべくALTの先生の発音を子どもた

ちに聞かせたい」という理由で、あまり積極的に授業に

参加しない先生も残念ながらいます。しかし、どんなに

頑張っても子どもたちはネイティブ・スピーカーにはな

りません。子どもたちが将来なるのは、英語が話せるノ

ンネイティブ・スピーカーです。そのためにも、英語を外

国語として習得し、コミュニケーションの道具として英語

を使うロールモデルが必要なのです。私は、担任がその

ロールモデルであるべきだと考えています。担任がALT

と対話する例を示したり、実際に子どもたちに英語で話

しかけたりする様子を見せることで、子どもたちは「ああ

やって、英語を使うのか」とか「こういう風に話せばいい

んだ」など、自分たちがどうやって英語を使うのかを学ぶ

のです。英語を使うノンネイティブの模範を示すことが

できる担任は、子どもたちのスーパーヒーローです。そ

の意味でも、担任は英語で授業をするべきだと思います。

　そうは言っても、やはり英語を話すこと、特に英語の発
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が大切だと、アドバイスしています。私たち日本人にとっ

て英語は外国語です。何もネイティブ・スピーカーのよ

うに英語を使う必要はないのです。たとえ先生であって

も、その外国語の学習者であり続けることには変わりま

せん。それならば、英語が上手く出てこなくても、完璧で

なくても当然です。さらに、その外国語を使っての指導

は、大変な努力を伴います。先生自身も、子どもたちと

同じように英語の学習者なのだという気持ちで指導す

れば、心理的な負担は大分軽減されるはずです。

　加えて、次の３つ（成功体験、強みを生かす、英語表現

を身に付ける）を実行してください。まずは、英語での成

功体験です。これは実際に英語でのコミュニケーション

を行い、「自分の英語が通じた」「相手の言っている英語

がわかった」という体験をすることです。大人であって

も、成功体験は自信につながります。そのためにも、学校

に来るALTにとにかく英語で話しかけてください。週末

はどんな予定があるか、小学校での授業は楽しいかな

ど、話題は何でも構いません。積極的に一歩踏み出し

て、コミュニケーションをしてください。その中で、英語

での成功体験を重ねることがとても重要です。

　次に、先生自身の強みを英語の授業に生かすことで

す。小学校の先生方も、専門の教科や分野を持っていま

す。また、趣味などもあると思います。それらの知識や技

能を英語の授業に取り入れることで、英語を自分の

フィールドで指導できるようになります。音楽が得意な

先生が毎時間英語の歌を子どもたちと一緒に歌ったり、

社会が得意な先生が世界の国々を毎回英語で説明した

りしている例もあります。強みを生かして授業を組み立

てることで、英語に対する不安も軽減されます。

　最後に、やはり基本的な英語表現を身に付けることは

必要です。昨年、私は小学校で担任の先生と一緒に１年

間授業をしました。その先生は通勤途中の車の中で毎日

英語のCDを聞いていました。流れてくる英語を口ずさ

みながら、車内で練習したそうです。その先生が「英語で

授業するというハードルは、越えてみると思ったほど高く

はなかった」と言っていました。その先生は、決して英語

が得意だったわけではありません。ただ、地道な努力を

積み重ねたからこそ、ハードルは高くなかったと言えた

のだと思います。授業で使う英語の表現は、それほど多

くはありません。少しずつでも表現を身に付けていって

ください。そうすることで、不安は大きく軽減されるは

ずです。

　まとめになりますが、教科としての小学校英語が成功

するかどうかの鍵は、担任の先生方がどのように取り組

むかにかかっています。子どもたちの英語学習のロール

モデルとなるように、できる限り英語で授業に取り組ん

でください。不安を抱いている先生は、少数派ではあり

ません。大部分の先生方が不安を持っています。その不

安といかに向き合い、軽減する努力をしていくかが重要

です。是非、１人でも多くの先生方に、「ハードルは高くな

かった」と感じていただきたいと思っています。

音に不安を抱えている先生方は多いです。ある小学校

の先生が、次のように話していました。「What do you 

eat for breakfast?と聞かれた時に“ライス”と答えよ

うとしても、正しくrice（米）と言えずに、誤ってlice（シラ

ミ）と言ったら大変です。」確かに、２つの語の意味は大き

く違います。しかし、発音に必要以上に神経質になる必

要はありません。実際の会話では前後の脈絡があります

し、常識も働きます。誰も「シラミ」を食べるとは思いま

せん。では、カタカナ英語で全て大丈夫かといえば、それ

も違います。正しく発音できないとしても、その音を出

すための正しい調音方法（例えば、舌の位置や口の形な

ど）は意識する必要があります。そして英語を発音する

際には、イントネーション、ストレス、リズムの３つを意識

する必要があります。この３つに注意を向けることで、英

語が非常に相手に伝わり易くなります。

　まず、イントネーションについてです。基本的には３種

類（「下降」「上昇」「下降・上昇」）ありますが、小学校の先

生方が特に注意すべきは、「下降」と「上昇」の２種類で

す。子どもたちへの指示文は、下降イントネーションとな

ります（例えば、Please pick up your pencil.↘や

Let’s sing a song.↘など）。それに対して質問文は上

昇イントネーションになります（例えば、Do you 

understand?↗やAre you ready?↗など）。しかし、同

じ質問文でも疑問詞（what,who,howなど）で始まる質

問文は、下降イントネーションになります（例えば、

What do you see?↘やWho’s this?↘など）。これ

らはしばしば間違えて発音されているので、注意して

ください。

　次にストレスについてです。英語の発音に関して「スト

レス（stress）」という場合は、強く読むことを意味しま

す。「強く読む」とは、大きい声を出すことではなく、息を

一気に吐きながらはっきり読むということです。英語は

日本語と違い、音の強弱を使って意味の違いを表す（例

えば、desert：砂漠、desert：見捨てる）ため、ストレスを

どこに置くかは非常に重要です。１つの単語の中だけで

なく、文レベルでもストレスは存在します。次の会話を見

てください。

　下線の入っている太字にストレスが置かれます。基本

的にストレスを伴って読む単語は、名詞や動詞などのコ

ミュニケーションを行う上で重要な意味を持つ語で、助

動詞や代名詞などにはストレスは置かれません。それら

メッセージ性の強い単語にストレスを置くことで、より相

手に意味が伝わり易くなります。

　最後にリズムについてです。英語ではストレスを置く

単語が、同じ間隔で現れて一定のリズムを刻みます。こ

のリズムに乗って英語を話すことでより伝わり易くなり

ます。よく小学校の外国語活動の授業で、「チャンツ」が

使われています。これはストレスの置かれる単語を手を

たたきながら強く読み、英語のリズムを身に付ける活動

です。手をたたけば何でもよいというわけではありませ

ん。上で紹介した会話文を、下線を引いた太字を読む時

に手をたたき、一定のリズムを保ちながら読んでくださ

い。さらに、イントネーションやストレスも意識してみてく

ださい。以前よりもずっと伝わり易くなるはずです。英語

では１つの文の中でも、ストレスを伴ってゆっくりはっき

りと読む語と、ストレスを置かずに素早く読む語を区別

しながら発音することが大切です。

　最後は、いよいよ不安を軽減する方法についてです。

研究者のHorwitz(1996)は「自らの外国語不安を自覚

した上で、自身の外国語が完璧でなくても良しとし、さら

にこれまでの自分の外国語における努力を認めること」

　2020年の小学校英語教科化に向けて、各自治体や

学校では急ピッチで準備が行われています。私の住む秋

田県でも、小学校高学年の授業時間数（70単位時間）を

どのように確保するのか、また教員の研修をどのように

行うのかなど、地元の先生方の間で話題になっていま

す。その中でも特に、先生方の英語に対する不安が話題

になります。小学校の多くの先生方が、英語を長年使っ

ていなかったこともあり、英語を話すことに苦手意識を

持っています。昨年、秋田県内で実施した調査では

82.5%の小学校教員が、自身の英語能力に対して不安

を持っていました。「自分の使う英語の言い方や発音が

正しいのか不安です」や、「いざ会話となると、単語が思

い出せずに言葉に詰まってしまいます」など、英語の使

用に関して苦労されているようでした。また、2020年か

らの英語の授業に向けても、どの程度の割合で英語を

話さなければならないのか、日本語を使って指導しても

よいのか疑問に思っている先生方も非常に多いです。

　この先生方の問いに対して、私は「できる限り英語を

使って授業しましょう」と常々言っています。しばしば

“オール・イングリッシュ”などという言われ方もします

が、小学校の先生方が英語で英語を教えることを目指

すのが理想だと思います。なぜそうするべきなのか本稿

の中で詳しく説明していきます。

　まず、「英語によるインプットの重要性」です。多くの研

究者（e.g.,Nunan,2011）が、外国語の習得には十分な

インプットが必要だと主張しています。わかり易く言え

ば、英語のシャワーを十分に浴びることで、子どもたち

は英語の音や表現を学んでいき、英語力を身につける

ということです。すると、「もっとALTを活用しよう」という

話になりがちですが、ALTを活用するだけでなく、担任

も英語を話せばインプット量は倍増します。また、担任が

１人で英語の授業を指導することもありますから、より

多くのインプットを子どもたちに与えるためにも、担任

の英語による発話は欠かせません。

　次に「日本の英語学習環境」です。アメリカやイギリ

スで英語を学ぶのとは違い、日本で英語を使うのは教

室の中だけ、それも英語の授業時間のみです。それ以

外は基本的に私たちは日本語を使います。このように

“外国語としての英語”の学習環境では、英語に触れる

機会が限られます。インプットの重要性も考えると、限

られた英語の学習環境で子どもたちが英語に触れる

機会を増やすには、担任が英語を話すことが非常に重

要です。

　第三番目には、「中学校との連携・接続」が挙げられま

す。次期学習指導要領に向けて文部科学省（2016）は、

中学校英語の「授業を英語で行うことを基本とする」とし

ています。つまり、今後は中学校の英語の授業は原則英

語で行われることになります。中学校の次期学習指導要

領の先行実施が、小学校と同じ2018年度からですの

で、今後英語で授業をする中学校の先生方が全国で増

えると考えられます。その際に、小学校英語の授業が日

本語で指導されていると、子どもたちの学習がうまく中

学校に接続していかないのではないかと危惧されます。

英語の学習における“中１ギャップ”が起きてしまうかも

しれません。英語指導における中学校とのスムーズな連

携・接続を考えると、小学校においても「できる限り英語

を使って指導」することが求められます。

　さらに、「World Englishes（世界の英語）」という考

え方が挙げられます。一般に、英語はアメリカやイギリス

の言葉というイメージが強いですが、同時にグローバル

社会での共通言語にもなっています。英語を母語とする

人々が3.7億人なのに対して、英語を話す人々は世界中

で15億人といわれています（Statista,2017）。その“共

通言語としての英語”では、多少訛りのある英語（例え

ば、日本語訛りの英語）を使用したとしても、適切なコ

ミュニケーションができるのであれば何の問題もありま

せん。むしろ訛りのある英語を話すことも、ある種の個

性と肯定的に捉えようという考え方もあります（鳥飼,

2011）。実際にテレビ中継などでは、英語を母語としな

い様々な国の人々が、多少訛りのある英語を使って、

堂々とインタビューに答えている場面などを目にする機

会があります。地元の小学校で、「私は秋田訛りの英語

で頑張っています」と冗談交じりに明るく言ってくれる先

生を知っていますが、とても素晴らしいと思います。ネイ

ティブ・スピーカーの英語とは違うかもしれませんが、自

信を持って英語を話すことが、担任教師には何よりも求

められます。

　そして最後に、「英語を使うロールモデル（模範となる

人物）」を子どもたちに示す必要があります。これまでの

英語教育は、ALTなどのネイティブ・スピーカーが最良

の先生だという考え方がありました（Braine,2010）。日

本の小学校でも「なるべくALTの先生の発音を子どもた

ちに聞かせたい」という理由で、あまり積極的に授業に

参加しない先生も残念ながらいます。しかし、どんなに

頑張っても子どもたちはネイティブ・スピーカーにはな

りません。子どもたちが将来なるのは、英語が話せるノ

ンネイティブ・スピーカーです。そのためにも、英語を外

国語として習得し、コミュニケーションの道具として英語

を使うロールモデルが必要なのです。私は、担任がその

ロールモデルであるべきだと考えています。担任がALT

と対話する例を示したり、実際に子どもたちに英語で話

しかけたりする様子を見せることで、子どもたちは「ああ

やって、英語を使うのか」とか「こういう風に話せばいい

んだ」など、自分たちがどうやって英語を使うのかを学ぶ

のです。英語を使うノンネイティブの模範を示すことが

できる担任は、子どもたちのスーパーヒーローです。そ

の意味でも、担任は英語で授業をするべきだと思います。

　そうは言っても、やはり英語を話すこと、特に英語の発
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が大切だと、アドバイスしています。私たち日本人にとっ

て英語は外国語です。何もネイティブ・スピーカーのよ

うに英語を使う必要はないのです。たとえ先生であって

も、その外国語の学習者であり続けることには変わりま

せん。それならば、英語が上手く出てこなくても、完璧で

なくても当然です。さらに、その外国語を使っての指導

は、大変な努力を伴います。先生自身も、子どもたちと

同じように英語の学習者なのだという気持ちで指導す

れば、心理的な負担は大分軽減されるはずです。

　加えて、次の３つ（成功体験、強みを生かす、英語表現

を身に付ける）を実行してください。まずは、英語での成

功体験です。これは実際に英語でのコミュニケーション

を行い、「自分の英語が通じた」「相手の言っている英語

がわかった」という体験をすることです。大人であって

も、成功体験は自信につながります。そのためにも、学校

に来るALTにとにかく英語で話しかけてください。週末

はどんな予定があるか、小学校での授業は楽しいかな

ど、話題は何でも構いません。積極的に一歩踏み出し

て、コミュニケーションをしてください。その中で、英語

での成功体験を重ねることがとても重要です。

　次に、先生自身の強みを英語の授業に生かすことで

す。小学校の先生方も、専門の教科や分野を持っていま

す。また、趣味などもあると思います。それらの知識や技

能を英語の授業に取り入れることで、英語を自分の

フィールドで指導できるようになります。音楽が得意な

先生が毎時間英語の歌を子どもたちと一緒に歌ったり、

社会が得意な先生が世界の国々を毎回英語で説明した

りしている例もあります。強みを生かして授業を組み立

てることで、英語に対する不安も軽減されます。

　最後に、やはり基本的な英語表現を身に付けることは

必要です。昨年、私は小学校で担任の先生と一緒に１年

間授業をしました。その先生は通勤途中の車の中で毎日

英語のCDを聞いていました。流れてくる英語を口ずさ

みながら、車内で練習したそうです。その先生が「英語で

授業するというハードルは、越えてみると思ったほど高く

はなかった」と言っていました。その先生は、決して英語

が得意だったわけではありません。ただ、地道な努力を

積み重ねたからこそ、ハードルは高くなかったと言えた

のだと思います。授業で使う英語の表現は、それほど多

くはありません。少しずつでも表現を身に付けていって

ください。そうすることで、不安は大きく軽減されるは

ずです。

　まとめになりますが、教科としての小学校英語が成功

するかどうかの鍵は、担任の先生方がどのように取り組

むかにかかっています。子どもたちの英語学習のロール

モデルとなるように、できる限り英語で授業に取り組ん

でください。不安を抱いている先生は、少数派ではあり

ません。大部分の先生方が不安を持っています。その不

安といかに向き合い、軽減する努力をしていくかが重要

です。是非、１人でも多くの先生方に、「ハードルは高くな

かった」と感じていただきたいと思っています。

音に不安を抱えている先生方は多いです。ある小学校

の先生が、次のように話していました。「What do you 

eat for breakfast?と聞かれた時に“ライス”と答えよ

うとしても、正しくrice（米）と言えずに、誤ってlice（シラ

ミ）と言ったら大変です。」確かに、２つの語の意味は大き

く違います。しかし、発音に必要以上に神経質になる必

要はありません。実際の会話では前後の脈絡があります

し、常識も働きます。誰も「シラミ」を食べるとは思いま

せん。では、カタカナ英語で全て大丈夫かといえば、それ

も違います。正しく発音できないとしても、その音を出

すための正しい調音方法（例えば、舌の位置や口の形な

ど）は意識する必要があります。そして英語を発音する

際には、イントネーション、ストレス、リズムの３つを意識

する必要があります。この３つに注意を向けることで、英

語が非常に相手に伝わり易くなります。

　まず、イントネーションについてです。基本的には３種

類（「下降」「上昇」「下降・上昇」）ありますが、小学校の先

生方が特に注意すべきは、「下降」と「上昇」の２種類で

す。子どもたちへの指示文は、下降イントネーションとな

ります（例えば、Please pick up your pencil.↘や

Let’s sing a song.↘など）。それに対して質問文は上

昇イントネーションになります（例えば、Do you 

understand?↗やAre you ready?↗など）。しかし、同

じ質問文でも疑問詞（what,who,howなど）で始まる質

問文は、下降イントネーションになります（例えば、

What do you see?↘やWho’s this?↘など）。これ

らはしばしば間違えて発音されているので、注意して

ください。

　次にストレスについてです。英語の発音に関して「スト

レス（stress）」という場合は、強く読むことを意味しま

す。「強く読む」とは、大きい声を出すことではなく、息を

一気に吐きながらはっきり読むということです。英語は

日本語と違い、音の強弱を使って意味の違いを表す（例

えば、desert：砂漠、desert：見捨てる）ため、ストレスを

どこに置くかは非常に重要です。１つの単語の中だけで

なく、文レベルでもストレスは存在します。次の会話を見

てください。

　下線の入っている太字にストレスが置かれます。基本

的にストレスを伴って読む単語は、名詞や動詞などのコ

ミュニケーションを行う上で重要な意味を持つ語で、助

動詞や代名詞などにはストレスは置かれません。それら

メッセージ性の強い単語にストレスを置くことで、より相

手に意味が伝わり易くなります。

　最後にリズムについてです。英語ではストレスを置く

単語が、同じ間隔で現れて一定のリズムを刻みます。こ

のリズムに乗って英語を話すことでより伝わり易くなり

ます。よく小学校の外国語活動の授業で、「チャンツ」が

使われています。これはストレスの置かれる単語を手を

たたきながら強く読み、英語のリズムを身に付ける活動

です。手をたたけば何でもよいというわけではありませ

ん。上で紹介した会話文を、下線を引いた太字を読む時

に手をたたき、一定のリズムを保ちながら読んでくださ

い。さらに、イントネーションやストレスも意識してみてく

ださい。以前よりもずっと伝わり易くなるはずです。英語

では１つの文の中でも、ストレスを伴ってゆっくりはっき

りと読む語と、ストレスを置かずに素早く読む語を区別

しながら発音することが大切です。

　最後は、いよいよ不安を軽減する方法についてです。

研究者のHorwitz(1996)は「自らの外国語不安を自覚
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多くのインプットを子どもたちに与えるためにも、担任

の英語による発話は欠かせません。

　次に「日本の英語学習環境」です。アメリカやイギリ
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信を持って英語を話すことが、担任教師には何よりも求
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人物）」を子どもたちに示す必要があります。これまでの
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本の小学校でも「なるべくALTの先生の発音を子どもた
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りません。子どもたちが将来なるのは、英語が話せるノ

ンネイティブ・スピーカーです。そのためにも、英語を外

国語として習得し、コミュニケーションの道具として英語
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と対話する例を示したり、実際に子どもたちに英語で話

しかけたりする様子を見せることで、子どもたちは「ああ

やって、英語を使うのか」とか「こういう風に話せばいい

んだ」など、自分たちがどうやって英語を使うのかを学ぶ

のです。英語を使うノンネイティブの模範を示すことが

できる担任は、子どもたちのスーパーヒーローです。そ

の意味でも、担任は英語で授業をするべきだと思います。
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